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イギリスの大学附属図書館、書店、古本屋

はじめに一 筆者は先年文部省の在外研究

員としてイギリス留学の機会を与えられ、ロン

ドン大学ユニパーシティ・カレッジの音声・言

語学科に academicvisitorとして在籍し、 5ヶ

月間の短期間ではあったがイギリスでの生活を

体験することができた。本稿はその間の図書館、

（古）書店もしくは書物にまつわる体験談であ

る。もっとも、滞在中お世話になった図書館は

ユニパーシティ・カレ ッジの附属図書館とその

分館だけだったし、行きつけの書店も数は限ら

れていた。結局一番数多く知っているのは古本

屋ということになるが、それとて場所が限られ

ている。したがって筆者がたまたま行き当たっ

た図書館なり書店なりの印象を記したにすぎな

いことを予めお断りさせていただきたい。

ユニパーシティ・カレ ッジの正門をくぐる

と、まずその偉容を誇るポーテイコ（円柱の立

ち並ぶギリシャ建築風の正門玄関をもっ建物）

に圧倒されるが、それもそのはず、ここはロン

ドン大学発祥の地であり、この建物こそは創立

当時の大学のメイン・ビルデイングに他ならな

い。そしてドームっきのいかにも古めかしいこ

の石造建築の主要部分をいまやカレッジのメイ

河野庸

ン・ライブラリーが占めているのである。建物

の古いのは外側ばかりではない。内壁はレリー

フで飾られ、回廊には随所に彫像が立ち並ぶ。

イギリスには日本ではとうの昔に廃れてしまっ

たものが厳然として存在することが少なくない

が、この図書館も例外ではない。日本であれば、

ハイテク等を駆使して出来るだけ人件費を押さ

えようとするであろうが、博物館、美術館と同

様にまずカバンその他を預かつてくれるクロー

ク・ルームカfちゃんとあり、さらにエントラン

スに近づくと厳めしい制服姿の守衛が控えてい

て、顔見知りになるまでは当然ここでアイデン

ティティー・カードの提示を求められることに

なる。守衛は2人いて交替制で勤務していたが

年格好から見てどうやら二次就職の人たちのよ

うであった。いくつにも分かれた閲覧室にもそ

れぞれ重厚な雰囲気が漂う。図書はおおむね開

架式であるが、館員を通す旧方式も一部残して

いる。また検索の方法も、カード式と電算機方

式とが並存していて、そんなところがいかにも

イギリス的なのである。またユニパーシティ・

カレッジには DMS  Watsonという分館があ

り、そこには自然科学系の蔵書を収めている。

禁帯出、または館外帯出 1日だけという一部の
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図書を除いて、大部分の図書が3週間貸し出し

てもらえるので、利用する立場としてはありが

たかった。ロンドン史関係だけでも一室を占め

るくらいで、蔵書の数は膨大であるが、大冊の

事典類にはさすがに新しいものが少なく、例え

ばブリタニカ百科事典などは、日本で筆者の研

究室に備え付けているものの方がず、っと新しい

のは皮肉だった。

大学では正課外のセミナーやレクチャーが盛

んである。中でも特筆すべきは、「ダーウイン

かつてここにイ主めり」といっブルー・プラーク

の最まった建物の地下に位置する Darwin

Theatre （イギリスでは階段教室のことを「シ

アター」と呼ぶ）で毎週開催されていた lun-

chtime lectureである。文字どおり自由参加で、

もちろん教官、事務官、学生だれでも参加でき

る。各自がサンドイ ツチやコーラなどを持参し

て、思い思いの席に陣取って気楽に聴講してい

る。レクチャー自体肩のこらない内容のものに

なっている。ヒヤリングの能力を伸ばすためも

あって努めて参加していたが、ある時図書館職

員によるレクチャーがあった。日頃あまり目立

たない存在のライブラリアンたちが、自分たち

の仕事の内容を一般にアピールしようとするも

ので、関口一番「先年、私たちにとって屈辱的

なこんな広告が出たことがあります。」と言っ

て、「このお酒を知るまでは図書館通いが私の

楽しみでした。』というキャ ッチ・コピーの入っ

た広告をオーバーヘッド・プロジェクターで写

して見せたのが振るっていた。

ユニバーシティ・カレ ッジとは目と鼻の先の

距離の Dillonsはチャリングクロス・ロードの

Foylesと1、2を争う大きな書店である。特

に前者は一見宮殿風もしくは豪華ホテル風の色

彩鮮やかで、装飾性豊かな建物である。店内は

近代的になっているが、造りはやはり重厚なの

で違和感がない。イギリスの新本は安くない。

この店にはデイスカウント・ブックスのコー

ナーカfあるので、もっぱらそこを目当てにして

いた。Foylesはロンドンでできた友人、日本

びいきのフィリップ・グレアム氏に教わった店

である。そこの海外文学のコーナーでは丸谷才

一作『たった一人の反乱」の英訳版なども見か

けた。フィリ ップはしきりにイシグロ・カズオ

を推奨していた。「日曜ごとにどこそこで古書

の展示即売会をやっているよ。安いんだ。これ

以上買っても読めないと思いながら、つい買っ

てしまう。」“That’smy weakness.”そう言って

苦笑するのだった。彼もまた本の虫であった。

チェルシーの一角に住んだ、私にとって、キン

グズロードに面した ChelseaRare Booksは文字

どおり withinwalking distanceのところで、店

名が暗示するとおり古本屋の中ではやや高級な

いわゆる稀観書中心の店と見受けられた。店内

に入ってみて古本屋というものは洋の東西を問

わずよく似たものだと感じた。この店では、私

の専門分野とは直接関係はないのだが、二三の

思い出深い買い物をしている。初めて訪れた日、

梯子を上って高いところから見つけ出したのが

なつかしいホグベンの r百万人の数学』で、カ
バーまで健在でなかなかの美本である。原書と

の出会いはもちろん初めてである。値段は 7ポ

ンド500この店ならかねてから念願の書である

H.G.ウエルズの r生命の科学』が手に入るか
もしれない。そんな予感がした。“Bythe way, 

I’m trying to find a book.”話を持ちかけてみる

と主人は意外にも乗り気で、見つかったら知ら

せるからと言って私の住所と電話番号をきい

た。果たしてそれから 2、 3ヶ月して「The

Science of Lijeが入手しました。10ポンドで、す。」

という葉書が届いた。かくして私は日本ではど

うしても見つけることの出来なかったウエルズ

の大著を手に入れることができたのである。

留学当時の円相場は 1ポンドおよそ250円で

あったろう。数ヶ月間には多少の変動はあった

ろうが、換算に便利なのでいつもそのくらいと

心得ていた。それでも習慣は恐ろしいもので、

50ポンド紙幣をどうしても 1万円札の感覚で
使ってしまう傾向があった。実際にはもう少し

値打ちのあるものなのだが。これもイギリス滞

在初期のころ、日曜日にケンジントン地区の下

町を散歩していて古本屋を見つけて入っていっ

た。この店には地下室があるのでそこへ直行す

る。文学書を中心にめぽしいものを 5、6冊見

つけて上がっていった。何気なく 50ポンド紙幣

を差し出すと若い店主は困ったという顔をして

「申し訳ありませんが、隣にセブンイレブンが

ありますから、ちょっとした買物をしてくずし
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てきていただけませんか。」という。考えてみ

るとたしかに古本の値段は日本よりはるかに安

い。単行本なら 1冊 1ポンドが普通であろう。

だから50ポンド紙幣を懐に入れて古本屋に行く

者など滅多にいないわけである。

神田の神保町ほどではないが、ロンドンにも

古本屋街がいくつかある。地下鉄駅のすぐそば

なので、レスタースクエアのそれが行きつけの

場所だった。 10軒ばかり並んでいたろうが、や

がてその内の 1軒がひいきの店になった。カウ

ンターにかばんを預けて、特価本のある地下に

降りて行く。革表紙のヤコブセン作『ニールス・

リーネ』のドイツ語版や分厚いルソーの『告白』

の英語版を掘り出したのはこの店であった。し

かし何と言っても最大の掘り出し物はシェイク

スピアの生誕地を訪れる旅の途上、レミント

ン・スパーという小都市の古本屋で買った

フイツツジェラルド訳の「ルバイヤート』であ

ろう。 1ポンド50は嘘のような値段である。こ

のようにして、知らないうちに本がどんどん増

えていって、帰国するときには船便で送る本の

包みだけで9つもあった。

附属図書館運営委員（医療技術短期大学部教授）

清蒙古車王府曲本について

1991年に影印された清代蒙古車王府旧蔵の戯

曲・説唱（語り物） ・民間歌謡の写本のコレク

ションがこの度本館に蔵されることになった。

この資料集の影印によって、従来ほとんど知ら

れなかった中国清代の民間文芸の実態が、今後

多くの研究者によって明らかにされるであろ

う。車王府蔵曲本の解説はすでに田仲一成氏に

よって詳しくなされているので（「学燈」 1991

年6月・ 9月）、是非ご覧いただきたい。

清代蒙古車王府については、はじめ外蒙古4

部中の車臣汗の王府だと言われていたが、後に

そうではなく、妻因諾顔汗部の策稜の 5世孫で

ある車登巴日自かだと訂正された。策稜が康照帝

の女婿となり軍功によって王に封じられたた

め、代々王爵を襲封した。『晩清宮廷生活見聞』

「那王府四十年的治桑田憶」によれば、車登巴

日自かの王府は北京安定門内宝紗胡同にたあった

という。この王府に蔵していた多量の劇本・語

り物・歌謡の抄本は、後に流出し、現在では首

都図書館・北京大学図書館に蔵され、また副本

が中山大学図書館に蔵されている。今回影印さ

れたものは、 314画1738冊であり、作品数は、

1377点である。

作品数は、その「類目表」によれば、次のとお

りである。

0戯劇部分［776点］ o乱弾（榔子腔・皮
黄腔［京劇］等） 510点＝殻代故事2 東

周列国37 秦漢20 三国84 委理晋南北朝8

阿部泰記

陪唐68 五代20 宋代115 元代 9 明代

59 清代39 不明49 0毘曲114点＝段代

故事1 東周列国3 秦漢4 三国6 委理

晋南北朝 1 陪唐29 五代4 宋代32 元

代 1 明代16 清代 2 不明15 0 高腔

117点＝段代故事4 東周列国 8 秦漢8

三国 8 貌晋南北朝 1 陪唐30 五代 2

宋代18 元代 1 明代 5 清代4 不明28

0楽調本24点 。影戯8点 。某種戯詞3

占

0曲芸部分［601点］ o説唱鼓詞28点 。

子弟書（単唱鼓調） 294点＝殿代故事 1

東周列国 9 秦漢10 三国14 委理晋南北朝

3 惰唐44 五代2 宋代57 明代16 清

代86 不明52 0大鼓書5点 。快書5点

。牌子曲55点 。合曲191点＝小企112 長

合（超板） 69 長合帯戯1 琴腔9 0蓮

花落1点 。時調小曲22点＝馬頭調8 太

平年 3 五更調 3 西江月 1 四川歌 1

福建調 1 大四景 1 十菜花1 髄地風1

十二月 1 湖広調 1

我が国においてはこのような資料はほとんど

皆無に等しく、今回の影印は大きな喜ぴである。

車王府本の価値については、これから段々明ら

かにされてゆくであろうが、目下のところ、中

山大学図書館蔵本のストーリーを解説した『車

王府曲本提要』（1989、中山大学出版社）や、

燕埼校点『劉公案』（1990年、人民文学出版社）、
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劉烈茂等整理「車王府曲本選』（1990年、中山

大学出版社）、蘇嚢中等校点『封神梼』 （1992年、

人民文学出版社）などの普及本によって、ある

程度の理解が可能である。以下にその概要を述

べる。

①『車王府曲本提要」 一一説唱文学281，点 （子

弟書274点、鼓詞7点）と戯劇文学800点 （段代

故事8 東周列国50 秦漢41 三国95 貌晋南

北朝10 惰唐五代175 宋代165 元代12 明代

88 清代39 不明104 楽調本13）、作品総数

1081点の梗概を記している。影印本の部数には

些か及ばず、特に長編の説唱鼓詞「三侠五義』

「包公案』『施公案』「子公案』『彰公案」『三国

誌』「西遊記」等を欠く点は残念だが、とにか

くこれだけ膨大な作品の梗概を紹介した点は絶

賛するに値する。

②「劉公案』一一清の清官劉靖 （1719～1804)

の裁判をテーマとする説唱鼓調。現存する刊本

は清末光緒年間本であるが、この抄本は乾隆・

嘉慶年問、主人公劉捕の存命中に創作されたも

ので、刊本と内容が異なり、時代をリアルに反

映している点で、研究資料としての価値が高い。

これについては、鈴木詠子 「車王府本『劉公案』

について」 （1991・12、山口大学文学会志42巻）

に指摘されている。それによれば、大名府29～

32部で乾隆51年天津知県熊恩綬が膏吏段文経の

娘を息子の妾としようとしたため妹婿徐国展が

反乱を起こすことが述べられるが、実際に乾隆

51年に大名府の捕吏で八卦会の頭目段文経と元

城県捕役で八卦会の副頭目徐国展が50余人を率

いて大名府道署を襲って道員熊恩綬を殺し、大

名・元城2県の囚人を奪って逃げた事件があ

り、作品はこの宗教反乱事件に取材している。

また句容県17部～沙河駅18部には、洪陽教の金

花聖母のことを述べ、その他挿話として乾隆39

年清水教主王倫の反乱等を記している。また当

時の大道芸に関する記述も細かい。例えば都察

院23部には、中国百科全書にも記載する北京説

書人黄輔臣が 『施公案』を語ることをはじめ、

評書の体亮公、『金瓶梅』の胡琴黒子、評書『鋒

剣春秋」の牒老黒、『瓦両秦』の秦記生等を紹

介している。なお、『劉公案』の成立年代とと

もに、他の公案の成立年代も、車王府曲本の公

開によって明かとなった。例えば、清康照23～

28年に三河県知事になった彰鵬（1637～1704)

を主人公とした説唱鼓詞『彰公案」には、冒頭

に「今上康照帝の45年 （1706）」とあり、康照

年間の語り物であることがわかり、従来知られ

なかった康照時代の文芸の様子を知ることがで

きるのである O （図版V参照）。
③『車王府曲本選」 一一戯曲文学として、『四

大慶』「龍鳳配」「下河南』『梅玉配」『忠義侠』

他2作品、説唱文学として、子弟書『百花亭』

他12作品、 「劉公案J の鼓詞『新刻満漢斗」を

4又める。
④『封神梼』一一明代の同名小説に基ずいた

説唱鼓詞である。殿の付王が神女女嫡像に戯れ

の詩を題したため、女嫡が怒り、九尾狐を使っ

て段王朝を滅ぼす、というストーリー。明刊本

「新刻鍾伯敬先生批評封神演義』 10巻100回と

比較すれば、ほぼこの小説に依拠していること

が確認でき、小説と語り物の関係が知られて面

白い。

このほか、中山大学r車王府曲本蕎華』 （宋巻）
（元明巻） （明清巻）が出版予定であり、興味

深い作品の紹介が期待される。

また研究論文としては、「中山大学学報」に

は以下のものが掲載されている。その概要はつ

ぎのとおりである。

①蘇嚢中等 「車王府曲本管規」（1988・3)

一一車王府が車臣汗王府であること、北京大

学 ・首都図書館・中山大学における所蔵状況、

作品の概要を述べた上で、清官が実は無能であ

ることを演じた戯曲『奇菟報』、喜劇「王堂春」、

乞食の養父母を認めぬ状元及第者の背徳を演じ

た『天雷報』の資料価値を説明し、また北番女

将が漢将に恋をして 「満漢大将軍」に任じると

いう劇『査関全串貫』に民族和合思想が見られ

るとし、史料としての価値を説く。

②中山大学車王府曲本整理組 「車王府曲本筆

談J (1988・3）一一乾隆年間の地方戯曲は戯

曲集 『綴白装』中に見ることができるが、嘉慶

以後の戯曲集がないため、「車王府曲本」の資

料価値は高い。伝統劇では、『糊蝶杯』『双珠球」

「梅玉配』は権勢を侍んだ悪行を暴露・糾弾し

た作品である。明の海瑞 （1514～1587）を主人

公とした『忠義侠」は、明代伝奇『忠義烈」が

侠失した現在、重要な資料である。包公劇「普
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天楽』は小説『三侠五義』中の顔査散の故事だ

が、内容が些か異なっている（実は『釧判官』

である）。また小説「三国演義』と異なる三国

劇『黄鶴楼』・『j衰鼓山』全串貫・昆曲『改装』

『j可梁』もある。「車王府曲本」はまた明清時

代の語棄が豊富に見られ、言語学上の価値も大

きい。

③郭精鋭「漫談車王府曲本」(1990・2) 

一一「車王府」を車臣汗王府から車登巴明か王

府に訂正。『車王j仔山本選』について、乾隆・

嘉慶以来の戯！日！史の空白を填める資料と位置づ

ける。蘇州の作家朱維・朱佐朝J.郎園・葉時章
合作の伝奇 『四大慶』や、吹腔『龍鳳配』、京

劇『下河南Jは忘劇として；；Hi!日できる。『奇菟報』
は同名の京劇とは内存が異なり、清官の無能を

演じたものである。

④欧陽世昌 「車王府曲本 「梅玉配』」（1990・

2 ）一一戯曲『梅玉配』を、『西廟記』『牡丹亭』

の後を継ぎ、若い男女の恋愛を喜劇形式で描い

た作品と評価する。

⑤中山大学車王府曲本整理組「車王府曲本中

的史詩式作品「封神演義』」 (1990・2）ー一一明

代の小説『封神演義』にもとずいた説唱鼓詞で、

「イリアッド』に比すべき民間史詩と絶賛する。

⑥陳偉武「車王府由本札零」（1990・4) 

一一車王府曲本中の清代漢語は現代漢語と異な

るものがあることを指摘。例えば、「説J （こと

ば）、「字、書字、書子、信字」（てがみ）、「展」

（ぬぐう）、「正」（みぎ）、「己然、」（このように）、

「イ白伯」 （ちち）等。

⑦干憂玲「宝瓶『玉堂春』」（1991・4）一一

従来知られている妓女蘇三の辛苦を演じた同名

の劇ではなく、訳あって男が女装し、女が男装

していることから起こる恋愛喜劇。

③郭精鋭「車王府曲本雑談」（1992・3) 

一一「車王府曲本」の戯曲には「総講」本と「全

串貫」本とがありJ総講」本は配役・舞台背景・
小道具・衣装・歌詞・台詞等を記した演出者用

の脚本、「全串貫J本は出演者用の脚本を指す。

またト書きの「三叫頭」とは、劇中人物の感呼

の声である。子弟書『七夕密誓』は、 r長生殿』

故事に取材した作品であるが、別野堂抄本には

錯簡があるため、車王府本の版本価値は高い。

また宋の巴蒙正故事を述べた子弟書『全彩楼』

も現在では車王府本の中にしか見られない。

以上のように、「車王府曲本」は中国清代の

民間文芸、引いては社会・宗教・言語等を理解

するのに重要な文献であるが、まだ影印されて

日も浅く、作品の紹介、研究はこれからという

ところである。本資料が学内外の研究者に大い

に利用されて、中国近代史の研究が進展するこ

とを心から望むものである。（人文学部助教授）

図版I 「蒙古車王府曲本」
（「丸善ブックニュース」より ）
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子弟書 「評昆論」。清代の長編叙事文学「包公案」の説唱者

石玉昆を讃美している。
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説唱鼓詞「包公案」。石玉昆の「包公案」以来、この作品が
流行し、他派の説唱者が現れたことを示している。
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説唱鼓調「彰公案」。本文に述べたように、清代では比較的

早期の語り物として資料価値が高い。
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「雑誌記事索引データベース」の検索について

学術情報センターは、国立国会図書館が作成

している「雑誌記事索引データベース」の提供

を受け、平成4年 1月31日から NACSIS-IRに

よるオンライン検索サービスを開始していま

す。この概要を紹介します。

国立国会図書館編「雑誌記事索引J とは

国立国会図書館では、昭和23年9月から同館

に納本された和雑誌（紀要類、官庁出版物等を

含む主要な学術雑誌）の論文索引を作成してい

ます。現在、「人文・社会編」（収録誌数1846種）

と「科学技術編」（収録誌数1398種）に分けて

季刊で出版されています。また、「人文・社会編」

については、 5年単位で1984年まで主題別の累

積版が出版されています。

昭和50年から、データは全て電算機に入力さ

れ組版が作成されています。また、現時点では

それらはデータベース化され、平成2年5月か

ら都道府県立及び指定都市立図書館を対象に公

開されています。 CD-ROM化が平成 3年中に

実現するとのことでしたが、まだ時間が必要な

ようです。学術情報センターは、 1984年以降の

データ（年 4回更新、平成4年11月6日現在

887,022件）の提供を受け、オンライン検索サー

ビスを開始しました。

データベースですので、冊子体（季刊）と比

べ累積性があり、人文・社会・自然の各分野の

区別がなくなり総合化され、また様々な検索法

が用意された便利なツールです。大学関係はも

ちろんのこと、各種試験場・研究所が編集した

データも含まれ、学術論文の検索には欠くこと

ができないものの一つです。是非利用してみて

下さい。

データベースへの接続および利用

本誌 VOL.8 No. 3 (1987.10）でも触れまし

たが、学術情報センターをはじめ、全国共同利

用大型計算機センターのオンライン・データ

ベースの利用は研究室等からもできます。各セ

ンターの利用手続きや接続方法については、山

口大学情報処理センターにお問い合わせ下さ

い。また、図書館では、利用者の要求に基づく

「代行検索」や「データベースの利用方法」に

ついて、相談に応じていますのでご利用下さい。

「雑誌記事索引データベース」の利用

学術情報センターのデータベース利用につい

ては、「NACSIS-IR総合マニュアル／学術情報

事務研究会編」が発行されていますので詳細は

そちらを見て頂くことで概略を述べてみます。

［呼び出しおよび終了］

データベースの呼ぴ出しコマンドは「NDLJPI」

または「ZASSAKU」です。また、終了コマン

ドは「END」です。

［検索］

検索コマンドには、何れか一つ含むものを探

すコマンド「SEARCH(Sで、可）」と全てを含む

ものを探すコマンド「PHRASE(Pで、可）」があ

ります。“S 山，山岳，山地”と入力すれば、

山か山岳か山地という語の何れかをもっ文献が

探せます。また“P 大気汚染，人体”と入力

すれば大気汚染と人体という語のどちらももっ

ている文献が探せます。検索語は単語単位で漢

字でもカナでも対応しています。検索する際は、

項目をプリフィックスをつけて指定して下さ

い。プリフィックスを付けずに検索すると一般

的な検索語として処理されます（ノイズが含ま

れたり、ゼロ件になることもある）ので、検索

する項目を指定して検索して下さい。主な項目

のプリフィックスとコメントを例示します。
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カナ小文字は意識しなくても良い。

範囲指定はハイフン二つで結ぶ。

分類コード表は上記「総合マニュアル」にも

掲載されている。

項 目（プリフィックス）

①論文のタイトル（T.)

S T.公害

②論文の著者名（A.)

p A.ヤマグチ，シュウヘイ

③出版年（Y.)

S Y.1984一一一1989

類（C.) 

S C.国際法

S C.A38 （政治学のコード）

⑤掲載雑誌名 (J.)

s J.山口経済学雑誌
p J.ヤマグチ，コウガクブ

（注）プリフィックスを付けなければ、①＠⑤及び著者件名の項目を検索します。

入力例おろぴコメント

漢字なら同音異語が限定できる。

④分

集合か（「s.集合番号」省略すると直前の集合
が対象となる）②その集合の何番目のレコード

か（「I.番号」省略すると全レコードが表示さ

れる）③どの入力モードか（「M.出力モード」

省略すると論文タイトルだけ表示＝必要最小限

の項目表示：出力料無料）のオペランドを“D

S. 3 I. 1, 3 -5 M.Z”のように入力しま

す。 Zモードでは全項目が出力され、次のよう

な画面が表示されます。

［論理演算］

検索する度に検索集合番号が付与されます。

それら検索集合間の論理演算として「AND」

「OR」「DIFJコマンドがあります。“AND 1, 

2”のようにコマンド“集合番号，集合番号”

の形で入力し論理積、論理和、論理差を求める

ことができます。

［表示］

検索結果の表示コマンドは「DISPLAY(Dで

可）」です。表示対象を指定するために①どの

ACCN : 091257360 

TIT L：インドネシアの酒一一伝統的発酵酒から固形の酒まで

AUTH：吉田集而

CITN：季刊民族学

CITY：キカンミンソゃクガドク

VOLN : 15(2) 

YEAR : 1991 

PAGE : p96-103 

ND L N : 00034154 

CI TC : 28-1726 

IDXN：人文・社会編44巻05号

J CL S : EC （社会）
CLAS : E33 （民族 ・風習）

ATNA：吉田集而（ヨシダ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

③

⑬

⑪

⑫

⑬

⑬
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③ページ⑥巻号 ⑦刊行年

⑫雑誌分類コード

①アクセション番号 ②標題③著者 ④雑誌名 ⑤誌名ヨミ

①国会図書館雑誌番号 ⑬雑誌請求記号 ⑪冊子体の区分巻号

⑬分類コード⑬著者件名



［利用料金］

利用料金は次のとおりです。

接続料（呼ぴ出しから ENDまで）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50円／分
出力料（簡易表示を除く）………13円／件

なお、練習データベースは無料で使用できま

！寄贈図書｜

（本館）

入谷仙介（人文学部教授）

す。” PRACNDLJPI”と呼び出しコマンドの前

に「PRAC」をつければ練習データベースを呼

び出せますので、利用者 IDを取得された方は

コマンドの使い方等練習して下さい。

松本敬吉 （図書館専門員）

江馬細香詩集湘夢遺稿上、下入谷仙介監修門玲子訳注汲古書院 1992（汲古選書5～

6 ) 

j畢 喜司郎（経済学部教授）

現代国際海運の諸問題津喜司郎著成山堂 1993

西口 毅（教養部教授）

化学I、II（火、金）、皿講義録 1993年度版西口毅

（工学部分館）

三木俊克（地域共用研究開発センタ一助教授）

ESR顕微鏡：電子スピン共鳴応用計測の新たな展開 池谷元伺 三木俊克著

シュプリンガー・フェアラーク東京 1992 

10月28日（水） 筑波大学図書館 l名

11月12日（木） 東京大学東洋文化研究所 2名

12月7日（月） 放送大学 3名

！日誌l
10月8日（木）～ 9日（金） 平成4年度国立大学図書館協議会中国四国地区協議会係長会（ホテル高

砂、高知）

10月21日（水） 工学部図書・研究報告委員会

10月28日（水）～30日（金） 第33回中国四国地区大学図書館研究集会（プラザホテル寿）

11月30日（月）～12月4日（金） 漢籍担当職員研修会（京大）

12月3日（木）～ 4日（金） 平成4年度国立大学附属図書館事務部長会議（ホテルサン沖縄）

1月27日（水） 第63回附属図書館運営委員会、第35回本館図書委員会
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